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　非常勤講師の立場で授業時間外学修の支援を効果的に行うことを念頭に，e-learningシステムMoodleを使って学
修に必要な資料の保管，配付，紹介をおこない，Moodle内のQ&Aフォーラムを授業時間外の多対多のコミュニケーショ
ンツールとして活用を図った。学生は，授業時間外学修に取り組む過程で抱いた疑問点や授業時間外学修の成果につ
いて，非常勤の指導者や他の学生からフィードバックを受けることができた。さらに，中学校社会科・高等学校地理
歴史科の授業を構想するために有用なさまざまなアイデアを，Moodle上でデジタルデータとして共有することができた。
一方で，学生間のコミュニケーションの深化には課題も残された。
キーワード：Moodle・授業時間外学修（Out-of-class Work）・非常勤講師（Part-time Lecturer） 
学修成果の共有（Sharing Learning Outcomes）・地理教育（Geography Education）
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１　はじめに
　アクティブラーニングを推進するためには，授業時間
外学修に対する適切な支援が不可欠である。しかし，学
内に独自の研究室を持たない非常勤講師にとって，学生
の授業時間外学修に関する指導・相談等を行うことには
さまざまな困難がともなう。
　いうまでもなく，大学設置基準は１単位あたり45時間
の学修を要求しており，このうち授業時間外学修は30時
間を占める。授業担当者が授業時間外学修に必要な情報
源を，授業時間内に示すことは当然のこととしても，学
生が授業時間外学修に取り組む過程で抱いた疑問や悩み
等について，指導者に円滑に相談することができる環境
は，たとえ授業担当者が非常勤職員であっても保証され
るべきものである。
　ところで，小中高校の現職教員は，毎日のように授業
のアイデアを考え続けなければならない。他人の考え出
した授業アイデアには自分一人では考えも及ばないもの
が多数存在することに気づき，授業アイデアを共有する
メリットを知ることは，これから教育実習に向かう学生
にとっても春から教壇に立つ学生にとっても，極めて有
意義なことだ。
　千葉大学で2009年度より導入されたe-learningシステ
ム「千葉大学Moodle」は，コミュニケーションツール
としての機能を持ち，これを活用することによって非常
勤講師であっても学生の授業時間外学修を支援すること
ができる。また，学生たちは所属する学部，学年を越え
て授業アイデアを交換・共有することができる。筆者は，
2016年度からMoodleを学修に必要な資料の保管，配付，
紹介のためのツールとして使い始め，2017年度はこれに
加えてコミュニケーションツールとしても使用した。
　本稿では，2016年度と2017年度に「社会科・地歴教
育論A」の授業において取り組んだ，非常勤講師による
Moodleを活用した授業時間外学修の支援について報告
する。
２　コミュニケーションツールとしてのMoodleの特色
　千葉大学Moodleは，千葉大学情報基盤システムのID
を持つ者のみが利用できる。また，Moodle内に開設さ
れた個別の授業のコースには，授業担当者が定めた登録
キーを知る者のみがログインし，アクセスすることがで
きる。
　このため，各コースに掲載されているコンテンツは，
当該コースに自己登録した学習者と授業担当者のみが閲
覧できる。このことは，コース内に設置されたフォーラ
ムにおける投稿と閲覧についても同様である。参加者の
活動状況はログとして残され，匿名で投稿することはで
きない。コースに何らかの投稿があった場合には，当該
コースの登録者全員に対し，投稿内容の本文が引用され
たe-mailが送信される。
　一方で千葉大学Moodleには，IDを持っていれば，学
内のみならず学外からもインターネットを通じてアクセ
スすることが可能である。連絡先著者：鳥光一男　torimitsu1o@yahoo.co.jp
doi：10.20776/S13482084-67-P7
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　これらの特色により，学習者は閉鎖性が強く安全性が
高いネットワークに24時間どこからでもアクセスして，
匿名の攻撃や「ネット炎上」等のリスクにさらされるこ
となく，当該授業についての意見交換や質問をすること
が可能となっている。授業担当者が不適切な投稿をしな
いように事前に注意を与えるのは当然のことであるが，
万一，学習者による不適切な投稿があっても，授業担当
者は指導を加えた上，これを削除することができる。
　Moodleのコミュニケーションツールとしての特徴を
活かした先行研究としては，次のものがある。
　中澤（2009）は，授業で使う資料をMoodleに掲載
することによって教室における紙媒体での資料配付を
取りやめた。さらに「Q&Aフォーラム」を使って，授
業時間中の教員の問いかけに対する答えを教室内から
Moodleに投稿させ，受動的な学生を授業に引き込むこ
とを試みている。
　糟谷（2015）は，「一般的利用のための標準フォーラム」
を使って，教員が用意した問いかけに対する返答を学生
にさせた上で，他の学生にその返答に対してコメントを
させた。意見交換をすることのメリットが理解されるこ
とで，学生同士の議論による相互学習が活発になり，授
業への興味・モチベーション向上について，一定の効果
を指摘している。
　桑原 他（2014）は，「ワークショップモジュール」を
使うことによって，提出課題に対する学生の相互評価を
試み，初年次キャリア教育において相互評価学習が進路
選択自己効力の向上に有効であることを明らかにして 
いる。
　本研究では，特にMoodleのQ&Aフォーラムに着目
して授業改善を試みた。Q&Aフォーラムは，立てられ
たトピックに対して自分が投稿するまで他の学生の投稿
した内容を見ることができないという特徴を持ってい
る。この特徴を活かして，毎回の授業で課す授業時間外
学修の課題レポートの提出方法を，紙による提出から
Moodleへの投稿に変更した。ここでは，すでに課題レ
ポートを提出した学生は相互に提出した内容を閲覧した
り，提出済みの課題に対してコメントを投稿し相互に読
んだりすることができるが，未提出の学生は他の学生が
提出した課題レポートもコメントも見ることができない。
　この仕組みから，設定された課題が，学生の興味・関
心に合致し，あるいは学生の以後の学修や卒業後の職業
に有用である等の条件を満たしていれば，他の学生が投
稿した有用な情報を閲覧できるというメリットを求めて，
学生の投稿意欲が刺激されることが期待される。最終的
にはMoodle上に，多角的にコメントされた課題レポー
ト集が成立することになる。
　
３　「社会科・地歴教育論A」の概要
　「社会科・地歴教育論A」は，教育職員免許法第５条
及び教育職員免許法施行規則第６条で定められた「各教
科の指導法」に該当する科目である。中学校社会科・高
等学校地理歴史科の授業をアクティブラーニングによっ
て行うことができる資質を育てることを念頭に実施した。
15回の授業のうち，最初の10回ほどの授業で授業時間外
学修の課題を設定し，学生にレポート提出を求めた。
　受講者は，文学部及び教育学部の２～４年生で，所属
する課程・学科等は多岐にわたる。教職関係の科目を初
めて受講する２年生や，すでに教育実習を終えて数か月
後には教壇に立つことが内定している４年生など，経験
値が異なるさまざまな学生が混在している。
　受講者の多様な属性は，受講者が授業時間外に顔を合
わせてコミュニケーションを取り合うことを難しくする
一方で，この授業を通じて多様な考え方が交換される可
能性を秘めている。
４　2016年度の授業の概要とMoodleの活用方法
⑴　授業の概要と授業時間外学修の課題
 　第１回の授業の冒頭にオリエンテーションを実施し，
この授業の基本的な進め方として以下の３点を説明した。
　ア 　アクティブラーニングの手法を使い，課題の発見・
解決に向けて，主体的・協働的に学ぶ。
　イ 　授業時間外学修のために，ほぼ毎回，課題を用意
する。
　ウ 　最終目標は，参加型学習の学習指導案を作れるよ
うになることである。
 　授業時間外学修の課題レポートは，翌週の授業時に紙
で提出することとし，A４サイズの紙の半分程度に収め
ることを原則とした。各回の課題の主なテーマは，社会
科授業のアイデアを考えることである。
　この方法では，学生は他の学生が提出した課題レポー
トの内容を知ることはできない。また，他の学生が提出
した課題レポートに授業担当者が加えたコメントを知る
こともできない。これは，授業時間外学修の成果に関し
て授業担当者を中心に一対多の双方向コミュニケーショ
ンが成立している状況であるが，実質的には一対一の双
方向コミュニケーションが互いに無関係のまま並立して
いるに過ぎない。
⑵　授業時間外学修課題のMoodleへの提出の試行
　学生たちから提出された課題レポートには，熱心に取
り組んだと思われるものが多く見うけられ，いずれもユ
ニークで優れた内容のものだった。個々の生活環境や成
育過程に根差したものも少なからずあり，その人でなけ
れば考えつかないような授業アイデアが多く見られた。
　このことを活かすため，第８～10回の授業時間外学修
課題で，紙によるレポート提出と並行してMoodleへの
レポート提出を試行した。
　学生たちに伝えた内容の概略は，以下のとおりである。
　ア 　希望者は，これまでの紙によるレポート提出に代
えてMoodleへ提出することができる。
　イ 　Moodleにレポート提出した者は，他の学生が
Moodleに提出した課題レポートを閲覧することが
でき，さらにコメントを投稿することができる。
　ウ 　既に紙で提出された課題レポートには優れたもの
が多く見うけられ，学生間で授業アイデアを互いに
閲覧し共有する意義は大きい。
　エ 　Moodleへの投稿にあたっては，個人情報の取り
扱いに留意しなければならない。また，他人に知ら
れたくないことを投稿する必要もない。
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 　結果的に受講者の20％にあたる８名の学生が，課題レ
ポートの提出方法を紙からMoodleに切り替えた。ただし，
他の学生のレポートに対してコメントを投稿した学生は
いなかった。
 　課題レポートをMoodleに提出した学生たちには，互
いが提出した課題レポートに目を通した上で，有用な授
業アイデアがあれば手元に保存し活用してかまわないこ
とを伝えた。
⑶　授業で配付した資料等のMoodleへの掲載
 　Moodle上には一回の授業に対して一つずつ，合わせ
て15のトピックを立てた。
 　すべての回に，授業中に紙で配付した印刷物とプロジェ
クターで投影したスライドをpdf形式のファイルで掲載
した。また，授業で使用した動画のデータも掲載して，
繰り返し視聴できるようにした。これによって，学生は
復習をすることができ，また授業の欠席者もスライドを
見ることで当日の授業の到達目標や流れを理解すること
ができる。事前学習は原則として要求しなかったが，授
業で使うソフトウエアのダウンロード先のURL，最終
課題として作成する学習指導案の相互評価用ルーブリッ
ク等を掲載した。
　さらに，発展的学習のための情報として，授業中に配
付しなかった参考資料やwebページのリンクを掲載した。
⑷　Moodleの活用に対する学生の評価
　全授業終了後に，千葉大学学生ポータルのアンケート
機能を使って，授業評価アンケートを実施した。このう
ち２問をMoodleに関する質問とした。（受講者40人中15
人が回答）
質問７：Moodleに先生が掲載した情報は，役に立った。
 　　あてはまる 11
 　　どちらかといえば，あてはまる ２
 　　どちらかといえば，あてはまらない ２
 　　あてはまらない  ０
質 問８：Moodleに他の学生が書き込んだ授業アイデア
は参考になった。
 　　あてはまる  ７
 　　どちらかといえば，あてはまる ５
 　　どちらかといえば，あてはまらない ３
 　　あてはまらない ０
　いずれの質問に対しても，回答の80％以上が肯定的で
あった。
５　2017年度の授業の概要とMoodleの活用方法
⑴　授業の概要と授業時間外学修の課題
　2016年度の結果を受けてMoodleの活用方法に修正を
Moodleを活用した「社会科・地歴教育論」授業時間外学修の支援
回 授業の内容 授業時間外学修のための課題の概要
１
オリエンテーション、学習指導案 中学校社会科「安土桃山時代」についての二つの学習指導案を比較検討し、単元
全体の指導計画について意見や感想を記入する。
２
地理/歴史の見方考え方、思考力、
技能
「地理的な見方・考え方」を使って、実家が所在する市区町村を説明する。
３ 持続可能性の追求 「持続可能な〇〇の形成」を想定したテーマで、ランキング教材を考案する。
４ 統計図表の活用 １７世紀の大名配置図を見やすくするためのアイデアを考える。
５
地形図の理解 等高線やその他の記号を手掛かりに土地の起伏を読み取る技能を獲得する過程で
遭遇するつまずきについて、その原因や解決方法のアイデアを考える。
６
地形図の活用 実家が所在する市区町村について、地形図を活用して地域の変容を学習するアイ
デアを考える。
７
GISの理解とwebGISの活用 実家が所在する市区町村または都道府県が公開している地域統合GISまたは地理
院地図を活用した授業のアイデアを考える。
８ GISソフトウェアの活用 課題なし
９
写真・絵画の活用 写真または絵画を一つ選んで、フォトランゲージの手法で授業のアイデアを考え
る。Moodleには、使う写真または絵画の画像も添付する。
10
メディアの活用 新聞報道を題材にした授業のアイデアを考える。Moodleには、使う新聞を画像
にして添付する。
11
アクティビティー教材 「レヌカの学び」と同じ手法を使って、自分が暮らす社会と他の社会を比較しか
つ自分の偏見に気づくことができるような、カードゲームを考える。
12 調べ学習、討論 課題なし
13 地域調査、博物館等の活用 課題なし
14
参加型学習の学習指導案（地理）の
作成と相互評価
課題なし
15
参加型学習の学習指導案（歴史）の
作成と相互評価
課題なし
表１　授業と授業時間外学修のための課題の概要（2017年度）
－9－
加えた。冒頭のオリエンテーションでは，以下の６点を
説明した。
　ア 　アクティブラーニングの手法を使い，課題の発見・
解決に向けて，主体的・協働的に学ぶ。
　イ 　授業時間外学修のために，ほぼ毎回，課題を用意
する。
　ウ 　授業時間外学修の課題レポートの提出先は，
Moodleとする。
　エ 　授業時間外学修の提出課題に対して積極的な意見
交換を求める。
　オ 　授業時間外学修により，将来，教壇で活用できる
授業アイデアを蓄積し共有する。
　カ 　最終目標は，参加型学習の学習指導案を作れるよ
うになることである。
　ウ～オは，2017年度に新たに加えた内容である。
　その上で，MoodleのQ&Aフォーラムの仕組みを，
2016年度に実際に投稿された文章をスライドで示しなが
ら説明した。
　課題レポートは，翌週の授業までに投稿することを原
則とし，学生は他の学生が提出したレポートに対しても
コメントを投稿することができる。テーマは，前年度に
引き続き，授業で扱った内容に関連するものを原則とし，
主に中学校社会科，高等学校地理歴史科を想定した授業
アイデアの考案である。
　開講当初からこの方法を用いることで，学生は他の学
生が提出したすべての課題レポートについて，内容及び
授業担当者が加えたコメントを知ることができる。ここ
では，授業時間外学修の場で授業担当者と受講者による
多対多の双方向コミュニケーションが網目状に発達する
ことを期待することができる。受講者の多様な属性も効
果的に働き，異なる経験値に由来するさまざまな視点か
ら考案された授業アイデアが共有されることになる。各
回の授業のテーマと課題の概要は，表１のとおりである。
　Moodleには，コースの画面の最上部に，セクション「課
題提出欄とお知らせ」を作成し，その冒頭にQ&Aフォー
ラム「課題の提出と相互評価」を設置した。そして，こ
の欄の設置の目的，機能，注意事項，投稿方法を記載
した。（図１）
　さらに，「課題の提出と相互評価」を開くと，各回の
授業時間外学修の課題が「ディスカッション」として一
覧表示され，そのうちから一つを選択して開くと，課題
の本文，学生が投稿したレポート，そのレポートに対す
るコメントが表示される。（図２）
　授業開始当初から，ほとんどの学生が次回の授業まで
の１週間のうちに課題レポートを投稿したが，それに対
する他の学生からのコメントは一向に投稿されなかった。
このことは，筆者にとって大きな誤算であった。学生た
ちは投稿した回数よりはるかに多い回数にわたって，課
題レポート提出欄にアクセスしている。（グラフ１）
　このことに関して筆者は，指導者が先にコメントを入
れることによって学生たちが指導者の思考傾向や好みを
意識するようになり，その後に学生が投稿するコメント
に影響を及ぼすことを懸念していた。このため，学生よ
り先にコメントを投稿することを控えていた。しかし，
次の回の課題の提出日になっても，前回提出された課題
レポートに対する学生からのコメントは集まらなかった。
このためやむなく筆者が最初にコメントを投稿すること
になり，この状況は最後の課題まで継続した。
図１　Moodleへの投稿の方法と留意事項
グラフ１　Moodleへの投稿回数とアクセス回数
　　　　　　　　　　　　　（学生別，2017年度）
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⑵　授業ごとに設置したトピックの概要
　授業のトピックには，冒頭にその回のテーマの概要や
設定理由，目的を掲載した。さらに，2016年度と同様に，
授業で配付した印刷物，プロジェクターで投影したスラ
イド，その他の関係資料のURL等を掲載した。（図３）
　これらに対するアクセス数は，すべての受講者にアク
セスを指示したコンテンツを除くと，概して少なかった。
授業で扱わずに参考資料として掲載したコンテンツのう
ち，３回以上のアクセスがあったのは以下のとおりで，
いずれも教員の実務に関する情報である。
　学習指導案作成の手引き⑴ 25回
　改訂開発教育・国際理解教育ハンドブック⑵ 5回
　成績評価入門⑶ 5回
　高等学校のルーブリックの例⑷ 3回
　やってみよう！参加型学習⑸ 3回
　各回の授業のトピックに掲載した資料は，学生を発展
的な学習に導く入り口としては十分に機能しなかった。
６　授業評価アンケートの結果
⑴　授業評価アンケートの概要
　最終回の授業終了後に，授業評価アンケートを実施し
た。回答者数は，2016年度が受講学生40名のうち15名，
2017年度が受講学生13名のうち７名であった。この２年
間の延べでは，受講学生53名のうち22名から回答を得た。
　質問項目は，授業担当者の資質や使用機材，配付資料
等の妥当性に関するもの（１～６），Moodleの活用と授
業時間外学修に関するもの（７～12），学生自身の学修
成果に関するもの（13～19），心情的なもの（20～22）
及び自由記述欄で構成した。各問の回答数はいずれも上
図２　ディスカッションの事例（ランキング教材）
Moodleを活用した「社会科・地歴教育論」授業時間外学修の支援
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段が2016年度，下段が2017年度のものである。ただし，
質問９は，2017年度に新たに設けた項目である。（表２）
⑵　授業担当者の資質，使用機材・配付資料等の妥当性
及び学生自身の学修成果について
　この質問群では，いずれも肯定的な回答が多数を占め
た。学生たちは，指導者が準備した資料や授業の方法に
ほぼ満足し，また自らの学修成果にも概ね満足している。
　これは，指導者が授業中にアクティビティーを毎回設
定し，参加型学習の形態をとったことによるものと考え
られる。近くに座った学生同士でグループワークや意見
交換をしたこと，またその場において机間指導による個
別的な対応をしたことの反映であろう。
　しかし，このことは学生の側からみると，その時間に
その教室に行けば参加型学習がお膳立てされているとい
うことでもある。これらの質問群に対する肯定的な回答
が多数を占めたことを以って，成功裏にアクティブラー
ニングが行われたと判断することは早計だ。
⑶　Moodleの活用と授業時間外学修の成果について
　この質問群では，概して肯定的な回答の比率が低く
なっている。これらの質問群は，授業時間外に学生が進
図３　Moodle上に設置した各回の授業のコース例（GISの理解）
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んで活動をしていたかどうかの指標である。特に，「質
問９．Moodleに積極的にコメントを書き込んだ」につ
いては，57％の回答者が否定的な答えを寄せている。否
定的な回答をした学生のうち４人が，他の学生が投稿し
た課題レポートに対してコメントをためらった理由につ
いて具体的な記述をしている。（資料１）
質　問　項　目
あてはまるどちらかといえばあてはまるどちらかといえばあてはまらなあてはまらない肯定的回答の合計否定的回答の合計肯定的回答の比率否定的回答の比率
教員、機材・資料
１先生の話し方は、明瞭だった。
11 4 0 0
22 0 100% 0%
7 0 0 0
２先生の説明は、理解しやすかった。
13 2 0 0
22 0 100% 0%
7 0 0 0
３先生は、学生の質問・発言・つぶやき等に適切に対応していた。
12 3 0 0
22 0 100% 0%
6 1 0 0
４スライドやプリントは、見やすかった。
11 4 0 0
22 0 100% 0%
6 1 0 0
５スライドやプリントは、理解しやすかった。
11 3 1 0
21 1 95% 5%
6 1 0 0
６シラバスは、わかりやすく書かれていた。
9 6 0 0
22 0 100% 0%
4 3 0 0
M
oodle ・時間外学修
７Moodleに先生が掲載した資料や情報は、役に立った。
11 2 2 0
20 2 91% 9%
6 1 0 0
８ Moodleに他の学生が書き込んだ授業アイディアは、参考に
なった。
7 5 3 0
18 4 82% 18%
4 2 1 0
９Moodleに積極的にコメントを書き込んだ。
― ― ― ―
3 4 43% 57%
0 3 2 2
10各回の提出課題は、無理なくこなせる程度の作業量だった。
2 7 4 2
15 7 68% 32%
5 1 1 0
11この授業の勉強のために、図書館をよく利用した。
3 4 4 4
10 12 45% 55%
0 3 2 2
12この授業がきっかけとなって、発展的な学習に取り組んだ。
5 4 3 3
13 9 59% 41%
1 3 3 0
学生自身の学修
13 社会科学習と持続可能な開発のための教育の関係が、理解で
きた。
8 4 3 0
19 3 86% 14%
3 4 0 0
14社会科学習で使う資料・ツールの可能性や限界が、理解できた。
11 4 0 0
22 0 100% 0%
4 3 0 0
15 中高生の学習意欲を引き出せる教材を、開発・活用できるよ
うになった。
6 9 0 0
22 0 100% 0%
2 5 0 0
16他の学生と協働して、教材の開発・検討をできるようになった。
10 4 1 0
20 2 91% 9%
3 3 1 0
17参加型学習を取り入れた学習指導案を、作れるようになった。
8 6 1 0
21 1 95% 5%
3 4 0 0
18 今までの自分には無かった新しい考え方や発想を、得ること
ができた。
12 3 0 0
22 0 100% 0%
5 2 0 0
19この授業に、前向きに参加することができた。
9 6 0 0
22 0 100% 0%
6 1 0 0
心
　
情
20友人や後輩に来年度の受講を勧められるような授業だった。
7 7 1 0
21 1 95% 5%
4 3 0 0
21この授業で、社会科の教員になる期待感が高まった。
6 7 2 0
20 2 91% 9%
1 6 0 0
22 この授業で、社会科の教員になる不安が増した。 　【注意：
否定的質問】
2 4 6 3
7 15 32% 68%
1 0 3 3
表２　授業評価アンケートの集計結果（上段：2016年度、下段：2017年度）
Moodleを活用した「社会科・地歴教育論」授業時間外学修の支援
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回答Ａ： 各回の授業の課題は提出したけれど、それ
以外はコメントしなかった者です。あまり
自身が他の人に積極的に意見を出すという
ことが得意ではないのと、他の授業が忙し
くて、他の人の意見に目を通すまではでき
ても、意見を述べるまでの時間がなかった
ため、積極的にはコメントできませんでした。
回答Ｂ： 人の意見に書くのがなんだか恐ろしかった。
今となっては友達の提出課題になら書いて
おけばよかったと後悔している。
回答Ｃ： 自分の課題を提出してから他者の課題が見
えるようになるため、少し時間がかかった
ので、再びムードルに入ってコメントする
のが時間的にできなかった。
回答Ｄ： 投稿しないと他の人の意見が見られないのと、
投稿してから時間がたたないと見られない
から。
資料１　他の学生が投稿した課題レポートに対して
コメントをためらった理由（2017年度）
　回答A，Bには「他の人に積極的に意見を出すという
ことが得意ではない」「人の意見に書くのがなんだか恐
ろしかった」との記述がある。教室では，穏当な言葉で
積極的に発言し，違いを認め合うことができるにもかか
わらず，ネットワーク上で意見交換することには自信を
持っていないことが推測される。回答Bの「友達の提出
課題になら書いておけばよかった」という記述に見られ
るように，一定の信頼関係が成立していない受講者から
提出された課題に対しては，コメントすることに対して
二の足を踏んでいる。
　回答C，Dは，「自分の課題を提出してから他者の課
題が見えるようになる」「投稿しないと他の人の意見が
見られない」と，MoodleのQ&Aフォーラムの仕組み
そのものを理由として挙げている。回答Aも含めると，
４人のうち３人までが授業時間外学修に取り組むための
時間的余裕の不足について言及している。
　筆者は，学生が都合のよい時間に取り組むことができ
るようにMoodleを活用して授業時間外学修の課題を用
意し，意見交換の場を設定した。そこでは，学生がまず
自力で考えて答えを出してみることを重視した。このた
めに，立てられたトピックに対して自分が投稿するまで
他の学生や指導者の投稿内容を見ることができないとい
う特徴を持つQ&Aフォーラムを使った。
　しかし学生たちは，まずは自分の答えを出してみると
いうことより，他の学生の答えを参考にして考えること
を指向し，筆者の目論見どおりにはQ&Aフォーラムの
機能は発揮されなかった。
　一方で，学生たちはMoodleを情報源として活用して
いた。
　「質問７．Moodleに先生が掲載した資料や情報は，役
に立った。」では91％が肯定的な回答をし，「質問８．
Moodleに他の学生が書き込んだ授業アイデアは，参考
になった。」でも82％が肯定的な回答をしている。
　「質問10．各回の提出課題は，無理なくこなせる程度
の作業量だった。」については，68％の学生が肯定的回
答をしている。この質問の回答を年度別に見ると，2016
年では15人のうち９人（回答者の60％）が肯定的に答え
たのに対し，2017年度では７人のうち６人（回答者の
86％）が肯定的に答え，すべての質問項目の中で最も肯
定的回答の比率が上昇している。
　各回の提出課題は，年度によって内容が異なるが，そ
の質や量に大きな違いはない。基本的な提出方法のみが
変更となったわけで，2016年度は課題レポート本文を紙
に印字（または手書き）することに加えて，回によっ
ては新聞記事，写真等の添付資料も紙に複写しなけれ
ばならないことがあった。2017年度は，この一連の作業
がMoodleの中だけで行えるようになり，添付資料も手
持ちの携帯端末等で撮影し，添付ファイルとして本文と
ともに提出できるようになった。この一連の課題レポー
ト提出作業の変化が，質問10の回答傾向の変化の因子と
してどの程度の影響を及ぼしたのかについては一概に言
えないが，プリンタのない環境からでもインターネット
さえ通じていれば課題提出ができるようになったことは，
学生の負担感の軽減に繋がったと考えられる。
　「質問11．この授業の勉強のために，図書館をよく利
用した。」の肯定的回答は45％にとどまった。授業中に
配付したプリントには，毎回，参考文献リストを掲載し，
学生が入手しにくい書籍や版元で品切れとなっている書
籍については，千葉大学付属図書館および千葉市中央図
書館⑹の所蔵状況も記載したが，利用率は思うようには
伸びなかった。
　「質問12．この授業がきっかけとなって，発展的な学
習に取り組んだ。」の肯定的回答も59％にとどまった。
アクティブラーニングの本質に照らせば，授業時間外に
教員の指示によらない自発的な問題意識に基づく学修が
行われるようになることは大きな目標である。本アンケー
トの質問群において究極の質問ともいえる本問の結果は
「質問19．この授業に，前向きに参加することができた。」
において，100％の学生が肯定的な回答を寄せているの
とは対照的である。
　40％程度の学生は，この授業をきっかけにして発展的
な学習に取り組んだわけではないにもかかわらず，この
授業には前向きに参加したと理解していることになる。
⑷受講後の心情
　「質問20．友人や後輩に来年度の受講を勧められるよ
うな授業だった。」は，いわゆる授業満足度に関する総
合評価である。既に，「⑵授業担当者の資質，使用機材・
配付資料等の妥当性及び学生自身の学修成果について」
において見たように，学生たちは，概ねこの授業に満足
しており，さらには質問７，８で問うたMoodleの情報源
としての有用性についての満足度も反映されている。
　「質問21．この授業で，社会科の教員になる期待感が
高まった。」と「質問22．この授業で，社会科の教員に
なる不安が増した。」は，能動的な学習をつくるための
様々な手法やツールを体験したことに対する評価でもあ
る。91％の学生が，社会科教員となることへの期待を高
めた一方で，32％の学生は，社会科教員となることへの
不安を自覚している。この背景には，学生たちが中学・
高校時代に経験した社会科授業と，学生たちに近い将来
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取り組むことが求められているアクティブラーニングに
よる社会科授業とのギャップの存在が考えられる。また，
GIS（地理情報システム）のように学生たちが中学・高
校時代にほとんど経験できなかった領域を扱ったことも
影響したと考えられる。
⑸この授業の良かった点，改善すべき点
　自由記述欄に上がってきた学生のコメントのうち，有
意なものを「資料２」にまとめた。
　これらは，３つの観点に集約することが可能であり，
以下に若干の分析を加えたい。
　ア　提出課題に対する指導者からのフィードバック
　 　回答Eと回答Nは，提出課題へのフィードバックの
在り方に関する意見である。筆者は，Moodle上に提
出された課題レポートに対して，可能な限り個別に
Moodle上でコメントをしてきた。一方で，授業時間
内では，その日の授業テーマに必要な場合に限って前
回の課題レポートに対してコメントをするにとどめた。
質 問24．この授業で良かったと思う点について書いてく
ださい。
回答Ｅ： 授業内容では、絵や写真を利用した授業や、参
加型学習の方法、アクティビティーなどを、具
体的なやり方、例を示しながら教えてくださっ
たのがとてもわかりやすく、参考になりました。
また、各回に提出した課題に、先生からのフィ
ードバックをいただけるのがとてもありがたか
ったです。自分ではそれぞれのアイデアについ
て評価するのが難しかったため、参考になりました。
回答Ｆ： とても授業が楽しかった。パソコンも使ったり、
将来に直接役立ちそうだった。
回答Ｇ： 少人数だったので一人一人とより深く話し合う
ことができ、お互いの考えを深められた点が良
かった。
回答Ｈ： 課題を通して授業作りのメソッドを身に付けら
れた点が良かった。
回答Ｉ： 色々な教材研究の仕方と資料提示の仕方を勉強
することが出来た。
回答Ｊ： 参考資料が豊富で、出典もしっかりと提示され
ていたので、授業外でもアクセスできた。先生
が毎授業に時間をかけて準備して下さっている
のが伝わった。
質 問25．この授業で改善した方が良いと思う点について
書いてください。
回答Ｋ： 少々各回の授業の課題で難しいと思う部分があ
りました。絵や写真を使った授業アイデアと、
レヌカの学び⑻を使ったアイデアなど、思い浮か
ばないときは本当に思い浮かばなかったです。
Moodleの方で他の人のアイデアが先に見られる、
もしくはもう少し参考になる資料などを教えて
いただけると、もう少しスムーズに課題を提出
できたかもしれないと思います。
回答Ｌ： パソコンを使うときにはパソコン室を使っても
よかったと思う。
回答Ｍ： 最後の指導案作りのテンプレートに分かりにく
い部分があった。もう少し形式を指定していた
だけたらこちらとしてはやりやすい。
回答Ｎ： 提出課題へのフィードバックをもう少し増やし
て数名の学生の課題に言及すると、より励みに
なって提出率が高まると思った。
　 　学生から提出された課題レポートの内容に関して，
Moodle上で議論することと教室で議論することとは
補完関係にある。一方は情報端末を介して任意の時間
にデジタルデータとしてサーバーに残すことができ，
他方は顔を突き合わせてリアルタイムで意見交換をす
ることができる。90分の授業時間の中で何を行い，授
業時間の外に何を委ねるのか，扱う題材の量や授業の
時間配分をどのようにするのか。授業の在り方の本質
にかかわる学生の期待の多様性を読み取ることがで 
きる。
　イ　講義室におけるコンピュータの実習
　 　回答Fと回答Lは，通常の講義室において学生が所
有するパーソナルコンピュータを使用して授業を進め
たことに関するものである。筆者は，学生たちが将来
教壇に立った時に，コンピュータを活用して教材作り
を進め，生徒が情報の収集や処理，発表などにあたっ
てコンピュータを活用することができるように指導で
きる資質の育成を念頭にこの授業を行った。このため，
web上に公開され，中学校や高等学校の普通教室か
らアクセスすることが可能な情報を実際に活用するこ
とを体験させた。また，社会科教員が教材を作成する
ために活用しやすいGISソフトウエアとして，プログ
ラムが無償で配布され，解説書が一般の書店で入手可
能で，多くの現職教員に支持されている「MANDAR 
A」⑺を実際に使い，官公庁がweb上に公開している
データをもとに分布図を作成する体験をさせた。
　 　これらの実習は，教育学部の講義室で各学生が所有す
る端末をそれぞれ学内の無線LANに接続して実施した。
 　 　このため，教室内には，さまざまなOSやwebブラ
ウザが混在することになり，必ずしも筆者が用意した
手引きどおりに実習が進まなかった。
　 　学生たちが高校時代に経験したコンピュータ教室で
は，実習用PCのOSやwebブラウザがそろっている
ため，PCの画面を互いに覗き共助しながら作業を進
めることができる。
　ウ　授業時間外学修に対する学生の取り組み
　 　回答Hは，授業時間外学修の課題に取り組む中で，
授業作りのメソッドを身に付けられた点が良かったと
述べている。各回の課題は，教室で中高生に何を投げ
かけ，どのような学習活動を仕掛けるのか，という実
戦的な内容を選んだ結果である。課題に取り組む中で，
回答Jでは，教室で配付した授業プリントやMoodle
に掲載した参考文献等を適切に活用して課題の成果を
作り上げることができた達成感ともいえる感情が読み
取れるが，回答Kからは，授業時間内に学んだ内容や
指導者が示した参考資料と，与えられた課題との間の
溝をなかなか越えることができなかった苦しい心情が
読み取れる。
　 　回答Mは，最終課題として提出を求めた学習指導
案の様式について，指導者がより縛りの強い書式を提
示することを求めている。
　 　授業では，第13回までの間に様々な学習指導案の事
例を紙に印刷して学生に配付した。その中で，学習指
導案には定まった様式が存在しない一方でどのような
様式で記述されたものにも共通して含まれている要素
Moodleを活用した「社会科・地歴教育論」授業時間外学修の支援
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があること，様式には授業者としてのこだわりが読み
手にきちんと伝わるような工夫が必要であるとともに
第三者が授業を再現できる程度の詳細さが必要なこと
について指導してきた。その上で，第14，15回の学習
指導案の相互評価に臨んだわけであるが，様式の細部
を自分で工夫するということは，学生にとっては不安
の種であったと考えられる。
⑹　授業評価アンケートに見る学生像
　今回の授業評価アンケートから次のような学生像が浮
かび上がってくる。
　授業中に，用意されたワークシートを使いながら目の
前にいる学生と活発に議論し相互評価を行っている学生
たちは，授業時間外学修の課題に対して図書館にこだわ
らず，Moodleにアクセス可能なネットワーク環境のあ
る場所で取り組んでいる。Moodle上では他の学生が投
稿したメッセージをじっと読むが，巡らせた思いは心の
中にとどめておく。Moodleを介して知り得た様々な発
想や考え方をもとに発展的な学修に踏み出すかどうかは，
学生によってまちまちである。
　筆者が目指した授業時間外学修としての相互評価につ
いては，形ある成果を十分にあげることができなかった。
　ただし，授業時間外学修を通じて知りえた他の学生の
学修成果やそれに対する指導者のフィードバックは，こ
の授業の履修者の共有の成果として吸収されている。
　
７　おわりに
　筆者の問題意識の中にあった，非常勤講師による授業
時間外学修の支援は，Moodleの活用によって一定の成
果がみとめられた。また，学生間の学部や学年を越えた
授業アイデアの共有・交換も実現できた。
　しかし，学生による課題レポートの相互評価は，
Moodle上では進展せず，積極的なコメントの投稿を授
業の場で働きかけるだけでは限界があった。Moodle上
に授業アイデア集を作ることはできたが，多角的にコメ
ントされた状態にはいたらなかった。
　また，各回の授業に対応させてMoodle上に設置した
トピックは，欠席者に対するフォローや全受講者を対象
としたデータ配付には有効であったが，発展的な学修の
入り口としては十分には機能しなかった。
　とはいえ，Moodleには，教師や学生がコメントを交
換した記録がデジタルデータとして保存される。当該科
目の履修後でも，在学中であればこの記録にアクセスす
ることが可能である。他の授業科目や教育実習に取り組
む過程で，過去に自分自身が取り組んだ課題レポートと
それに対する教師や他の学生のコメントを参照できるこ
とは，新たな学修の発展に繋がる可能性を秘めており，
その意義は大きい。
　今後は，シラバスに記載する評価規準の見直しも含め
て，学生のMoodleへのコメント投稿を促すための改善
策と，教室でのフィードバックの充実を模索しながら，
Moodleの持つ可能性を引き出してゆく必要がある。
注
⑴　学習指導案作成の手引き（京都教育大学webページ，
2018年６月15日最終確認）
http://kyoumu.kyokyo-u.ac.jp/jicci/shidouan.html
⑵　開発教育教材制作委員会(2002)「改訂開発教育・国
際理解教育ハンドブック」財団法人 国際協力推進協会
（外務省webページ，2018年６月15日最終確認）
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/edu/kyouzai/
handbook/index.html
⑶　野本ひさ(2015)「成績評価法入門」（四国地区大学
教職員能力開発ネットワークwebページ，2018年６月
15日最終確認）
https://www.spod.ehime-u.ac.jp/wp/wp-content/
uploads/2015/02/資料【ＰＤＦ】17.pdf
⑷　高等学校のルーブリックの例（河合塾webペー
ジ，2018年６月15日最終確認）河合塾ガイドライン編
集部(2016)「学習目標・指導の変化に伴う評価の工夫」
Guideline 2016年７･８月号，河合塾
http://www.keinet.ne.jp/gl/2016.html
⑸ 　やってみよう！参加型学習（開発教育協会webペー
ジ，2018年６月15日最終確認）
http://www.dear.or.jp/activity/index.html
⑹　千葉市中央図書館は，千葉大学南門から南東1.2㎞
に位置する公共図書館である。
⑺　「MANDARA」は，谷謙二が開発した地理情報分
析システムである。
⑻　「レヌカの学び」は，開発教育のツールとして考案
されたカードゲームである。土橋泰子原作，認定NPO
法人開発教育協会発行。
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